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はじめに

• 横浜国立大学工学研究院等技術部の組織は国大協モデルを元にし、
大学法人化の際に 現在の形（4 班体制）となった。

• 2021 年度より班活動を強化する目的で月1回以上の班活動（主に
ミーティング）を行っていくことになり、2022年度からは技術部
としての発信力強化を各班で取り組むことになった。発表者所属
の応用分析技術班としては地域貢献（小学生向け科学教室）に興
味を持つ班員が多数のため、科学教室を行うための検討を始めた。

• 2025年8月には横浜市の子どもアドベンチャーカレッジ（小学生
向け職業体験プログラム）に参加し、横浜市内20名の小学生に向
けて化学を題材にしたプログラムを開催する予定であり、そこに
至るまでの取組みを紹介する。
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横浜国立大学の技術部組織 1
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• 1991年度 第1次組織化

• 国大協モデルを元に第一技
術区・第二技術区を設置

• 技術区に2班の計4班（旧4学
科＜生産工学、物質工学、
建設学、電子情報工学＞に
対応）

• 技術長2、班長4のポスト



横浜国立大学の技術部組織 2
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• 2004年度 国立大学法人化に
伴う第2次組織化

• 技術区がなくなり、技術長1
人、技術長補佐1人体制

• 4班構成は継続するも旧4学
科とは違う枠組

• 班長→班長

• 技術主任→主任として継続す
る

• 技術部の主任は専門職員が
担っており、事務部の主任と
は違う立場



横浜国立大学の技術部組織 3
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• 2024年度主任名称問題を改善

• 主任→副班長とした

• 技術長補佐についても次期技術長が明
確になる副技術長とした（事務の方で
は課長補佐→副課長とする流れ）

• 管理職の技術職員がいない現状も、組
織としての活動の「見える化」が必要



地域貢献への取組について

• 2021年度より班活動を強化する流れから各班で月一回以上のミーティング
を実施

• 2021年度末、技術部長(教員)と技術長が事務部長と事務局長との情報交換
を行った際、事務局長の発言として「外部に向けた検討が大事（発信力の
強化）」ということが伝えられた。応用分析技術班内で発信力強化につい
て検討した結果、地域貢献を通じた学外への発信をしていくことになった。

• 2022年度：プログラムの内容について具体的な検討を始める。発表者が子
どもアドベンチャーカレッジ2022に保護者として参加

• 2023年度：他大学への視察 班員2名、学内高校生向けプログラムへの視察
班員1名

• 2024年度：子どもアドベンチャーカレッジ2024のプラグラムへ視察参加
班員3名

• 2025年度：子どもアドベンチャーカレッジ2025へのプログラムを開始予定
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• 実施の際の保険をどうするか

• 実施の時期は？ 夏休みの始めか終わり

• 対象年齢は？ 教員との差別化の意味で小学生向け

• テーマは？（班員1人1件出してプレゼンし、投票で決定した。化
学系の職員が多く、内容は化学系で検討することに）

• 発表者自身は金属材料が専門、横浜市教育委員会主催の子どもア
ドベンチャーカレッジ2022に保護者として参加

• 指導要領の確認

• 班員から群馬大学さんの実施内容の紹介（pH関連）→pHを調べ
る内容で検討し、色が変わる（呈色反応）実験などがよいか

2022年度の実施検討事項
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2023年度の実施検討事項

• 群馬大学さんのイベントを視察させていただいてはどうか？→ぐん
だいで遊ぼうへの視察 班員2名（小学生向けイベントの心得的な
ところ）

• 群馬大学さんのYouTubeコンテンツ（ちびっこ大学）を参考に内容
の感想や工夫点などを班内でプレゼン

• 学内で化学系の高校生向け一日体験プログラムへの視察 班員1名

• 関連した内容で奨励研究(家庭での化学リテラシー)の申請への取組

• 技術研究会、大学間技術職員交流研修会への参加で情報収集

• 子どもアドベンチャーカレッジ2024への視察を打診→了承される

• 関連書籍の購入
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群馬大学の近藤様、齋藤様 その節
は大変お世話になりました。



2024年度の実施検討事項

• 子どもアドベンチャーカレッジ2025への参加団体として登録でき
るようにプログラムを仕上げていく

• 子どもアドベンチャーカレッジ2024参加団体向け説明会に参加

→横浜市が開催する2プログラムに視察参加 班員3名

• プログラムは科学捜査的な内容にする（ゲーム性、ストーリー性な
ど）

• 具体的なストーリー案を決定

• 予備実験

• 書籍、消耗品購入

• 子どもアドベンチャーカレッジ2025への参加団体として申込（3月
/中）と参加決定（3月/下）
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2025年度の実施検討事項

• プログラムを完成させる→プレゼン用スライド作成

• 消耗品購入

• 説明会への参加

• 参加者募集用Formsの作成(PowerAutmateによる自動返信)

• 技術部ウェブサイト 地域貢献ページの新設

• 実施計画書 工学研究院長決裁

• リハーサル 班員以外に対して行い、新たな視点での意見
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そもそも
子どもアドベンチャーカレッジに参加を決めた理由とは



子どもアドベンチャーカレッジ2025

• 子どもアドベンチャーカレッジ2025は、市
内在住・在学の小学生を対象に、「主体的・
対話的で深い学びのきっかけづくり」と「社
会参加のきっかけづくり」の場と機会を提供
するため、夏休み期間を活用し、⺠間企業や
団体、大学、公的機関などが協力して、多様
な体験学習プログラムを実施するもので、横
浜市教育委員会事務局が行っている事業であ
り、今年度は88 テーマで実施予定）

→子どもにディスカッションや振り返りを通
じて発言させることを重視している。

10子どもアドベンチャーカレッジ2025チラシhttps://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/shogaigakushu/taiken/kodomoadventure2025.files/chirashi2025.pdf



子どもアドベンチャーカレッジ2025

• 参加児童、付添者への保険は
横浜市教育委員会で加入

• 参加費は原則無料とする

• チラシはすぐーるアプリを通
じて市内の12万世帯に配布

• 申込フォーム、案内ページは
原則参加団体で用意する。

→収集個人情報は最小限にする。

• 子どもアドベンチャー2025
ウェブサイトを通じてアクセ
ス

• 保土ケ谷区は本学(2件)のみ

11https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/shogaigakushu/taiken/kodomoadventure2025.html 



学内・学外に向けた発信

• 横浜市のウェブサイトだけではなく、ynuウェブサイト、技術
部ウェブサイト（Instagram）でも発信
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大学サイト( https://www.ynu.ac.jp/) 技術部公式Instagram(https://www.instagram.com/ynu_tech/)



技術部ウェブサイト
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技術サイト(https://tech.ynu.ac.jp/) 地域貢献ページ



チラシ
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申込集計結果

• 7月4日（金）17時に申込を〆切り、定員
20名に対し288名分の応募（新しいプロ
グラムのための集中もあったか）を確認
した。

• 当選者へメール連絡し、現在は開催に向
けた準備をすすめている。

• 募集を開始してからの技術部のウェブサ
イトへのアクセスに関してピーク値が通
常の1000倍、募集が終わった現在でも通
常の10倍～100倍であり、そのほとんど
が横浜市のウェブサイト経由でアクセス
の8割がスマートフォンからだったとの
報告あり。

15申込フォーム



プログラムでの実施予定項目

• pH試験紙によるpH測定（3種の液体の中から特定）

• 水素発生実験（アルミ缶の破片を酸性洗剤につける）

• ペーパークロマトグラフィ実験（染料インク3種から特定）

• ルミノール反応実験（血痕の特定）
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購入図書

• 複数の書籍を購入し、検討したが、最終的には「科学捜査」を
参考にした。
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その他の班活動（ミーティングでやっていること）

• 伝達事項、検討事項等を班で意見を集約（班長システム）

• 勉強会（3か月に1回）→班員の専門の話を班内で共有する。→
昨年から実施できていない。

• 大学間技術職員交流研修会の化学系職員の集まり（化学系ワー
クショップ）への参加

• X（@ynu_tech）発信（4か月に1度程度）

これまでに科学実験の小ネタ、化学系ワークショップ実施の報告
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